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        学校だより  「ことのは」 

     －遠大なる理想 あふるる友情 不屈の闘志－       
     ［発行］たつの市立龍野東中学校 校長 道前弘志 

 

 
  

 

 
５月最終週に分散登校を生徒一人あたり２回実施しました。生徒

たちはとても素直に挨拶を返してくれました。また、生徒たちの教
室での様子を見て回りましたが、どのクラスも適度な緊張感と温か
い雰囲気に包まれていてほっとしました。１年生のあるクラスで
は、担任の先生が私のことを紹介してくれたところもありました
が、まだ私の名前を知らない子もいました。１年生は登校日を合わ
せても数日しか私に会う機会がなかったので、当然と言えば当然です。今更ながら、臨時
休校の長さをしみじみと感じました。同時に、直接子どもたちと会話を交わせる喜びを
感じました。この瞬間（「一息」）こそが至福の時だと感じずにはいられません。 

 
さて、６月１日に学校が再

開されました。子どもたちに
東中版「学校の新しい生活様
式について」を配布しました。
そこには、学校生活の様々な
場面（給食や部活動など）で
感染防止のために気をつける
ことなどをまとめています。
ぜひ、ご家庭でお子様と一緒

に ご 覧 い
た だ け れ
ば と 思 い
ま す 。 ま
た、ホーム
ペ ー ジ に

も掲載しています。いずれも
文部科学省のガイドラインな
ど公的機関が出している指針
等をもとにして作成したもの
です。 

 
 
感染予防にはさまざまな対

策が必要ですが、何よりも大
切なのは手洗いです。 
こまめに手洗いをするよう

しっかりと指導していきたい
と思います。 

 
 
 

ひがドラ 

＜６月の主な行事＞ 
（状況によって変更する場合があります） 
１日（月）クラス写真撮影 校外生徒会 
２日（火）新入生テスト給食開始 ３年個人写真 
３日（水）衣替え ７大委員会 
６日（土）部活動再開（朝練は 15 日から） 
５日（金）代議員会 
９日（火）部活動見学 
10日（水）少年を守る日 
15日（月）安全点検の日 
17日（水）後期生徒会選挙公示（～25日） 
19日（金）部活動結成会 

ＰＴＡ総務委員会(19:30 武道場） 
後期生徒会立候補受付開始（～25日） 

22日（月）龍東チャレンジ教室 
25日（木）後期生徒会立候補受付締切 

ＰＴＡ合同委員会 
26日（金）中間考査１週間前 総務選挙公示 
29日（月）後期生徒会選挙 
30日（火）総務選挙立候補受付 

※生徒の体調面を考慮し、部活動再開は６日（土）
以降とし、朝練習は 15 日（月）再開としています。 
＜７月の主な行事＞ 
３日（金）中間考査 ６日 総務選挙  

※オープンスクールについて当面の間実施しない
こととします。再開する場合は別途お知らせし
ます。 

※揖龍大会は現在実施の方向で調整中（中体連） 



  

東晴仁語   
「たんぽぽは緊急事態を知らなくて誰もいぬ道ひっそりと咲く」 
「一寸の先も見えない霧の中それでもきっと広い出口へ」 
 
いずれも、本校１年生の作品です。一つ目からは「摂理」、二つ目からは「希望」

を感じました。摂理は自然界を支配している法則のこと。たんぽぽはどんな状況
でも、誰も見て今なくても一点の迷いもなく咲いているというのです。そして、
「緊急事態を知らな」い、たんぽぽへの羨望（うらやましく思う気持ち）と、全
く意に介さないたんぽぽの強さ対照的に表現されています。二つ目の歌は、まっ
すぐに素直な気持ちを読んでいて、さわやかに読む者の心を温かくします。純粋
な中学生らしい素晴らしい作品だと思います。 

「第３の感染症」 

－生徒の皆さんへ－ 

 
新型コロナウイルスには「３つの感染症」という顔があると言われていま

す。第一が「病気」という感染症、第二が「不安」という感染症、第３に「差
別」という感染症です。一つ一つも怖いのですが、この３つがつながってい
るため怖さが倍増するのです。今日は特に第３の感染症について書きたいと
思います。このウイルスの中身は「嫌悪・偏見・差別」です。それは不安か
ら生まれます。人は、わからないことや初めて体験すること、または見えな
いものに対して強い不安を感じることがあります。それが命に関わるとなる
となおさらです。そのとき、人はなんとかして不安を取り除こうとして、つ
い、根拠もなく、特定の相手を「見える敵」として嫌悪の対象として攻撃し
てしまうことがあります。そして、ほんのつかの間の心の安定を図ろうとす
るのです。その結果、ウイルス感染にかかわる人を日常生活から遠ざけたり、
差別したりして、人と人との信頼関係や社会のつながりが壊されていきま
す。これが第３の感染症の怖いところです。私たちにできることは、確かな
情報を広めること、差別的な言動に同調しないこと、医療従事者や社会を支
えている人に敬意を払うこと。特に３つめの敬意があれば、同じ思いを感染
してしまった方に向けることができるはずです。※ 

 
今のところ、新型コロナウイルスにワクチンや医学的な特効薬はありませ

ん。でも、「第３の感染症」に効く薬だけは、私たちはすでに持っています。
人類の長い歴史の中で育まれてきた「思いやり」の心は、現代の人々にも受
け継がれているはずです。もちろん、みなさんにも。 
あとはそれに気づくだけだと思います。 
 

◇本文※印までの記述は「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！～負のスパイラルを断ち

切るために～」（2020 年３月 26 日 日本赤十字社ホームページ）を要約・抜粋したものです。 


